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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期

第２四半期連結
累計期間

第44期
第２四半期連結
累計期間

第43期
第２四半期連結
会計期間

第44期
第２四半期連結
会計期間

第43期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（百万円） 13,816 13,978 7,246 7,238 29,231

経常利益（百万円） 528 413 433 347 2,363

四半期(当期)純利益又は四半期純

損失(△)（百万円）
218 △357 180 146 1,113

純資産額（百万円） － － 15,390 14,860 15,859

総資産額（百万円） － － 24,447 24,431 26,125

１株当たり純資産額（円） － － 931.50 914.90 960.31

１株当たり四半期(当期)純利益金

額又は１株当たり四半期純損失金

額(△)（円）

13.22 △21.87 10.91 9.04 67.46

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
13.19 － 10.88 9.02 67.28

自己資本比率（％） － － 62.9 60.8 60.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,062 △1,075 － － 2,834

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△2,300 △1,197 － － △589

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,003 △826 － － △1,548

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 10,655 10,456 13,570

従業員数（人） － － 2,311 2,164 2,263

　（注）１．　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．　売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．　第44期第2四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在

するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、次の連結子会社が解散しております。

名称 住所
資本金

(千フィリピン・ペソ)
主要な事業の内容

議決権の所有割合

又は被所有割合

(％)　

関係内容

（連結子会社）

ビコール　ヘア　エ

クスポート　コーポ

レーション

フィリピン共和国　

レガスピー市
　　　　　14,201 かつらの製造 　94.5

当社毛髪製品を製

造している。

役員の兼任なし。　

（注）平成22年７月22日開催の同社臨時株主総会決議により同年８月31日に解散し、現在清算手続き中であります

が、清算手続き未了のため連結の範囲に含めております。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人）    2,164(745)

  （注）  従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含んでおります。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、嘱託社員を含みま

す。）は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 1,900　 (121)

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含んでおります。）であり、臨

時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、嘱託社員を含みます。）は、当第２四半期会計期間の

平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社企業グループの生産・販売品目は広範囲かつ多種多様であり、また受注生産形態をとらない製品も多いため、セ

グメントごとに生産規模及び受注規模を金額あるいは数量で示すことはしておりません。

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を示すと、次のとおりであります。

品目

　　
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　
枚数（枚） 前年同四半期比（％）

オーダーメードかつら 14,310 132.1

合計 14,310 132.1

　（注）　当社グループは、取り扱う品種が多品種であり、販売価格による表示が困難なため、生産数量にて記載しておりま

す。 

 

(2）受注状況

　当第２四半期連結会計期間の受注状況を示すと、次のとおりであります。

品目

　
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　
受注高
（百万円）

前年同四半期比
（％）

受注残高
（百万円）

前年同四半期比
（％）

オーダーメードかつら 5,053 100.0 4,682 109.2

合計 5,053 100.0 4,682 109.2

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

男性向け事業　（百万円） 4,982 －

女性向け事業　（百万円） 2,097 －

　　　報告セグメント計　（百万円） 7,080 －

その他　（百万円） 157 －

合計（百万円） 7,238 －

　（注）　１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、既製品女性向け事業、既製品男性

向け事業等を含んでおります。

　　　　　２.金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

　　　　　３.上記の金額には、消費税等は含まれておりません。　
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。　

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在（平成22年11月12日）において当社グループ（当社及び連

結子会社)が判断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第２四半期連結会計期間における我が国経済は、政府による景気対策や新興国向けを中心とした輸出の回復

等により、企業収益の改善が続く一方、米国・欧州景気の下振れ懸念や急速な円高の進行、失業率が高水準にある

など、引き続き厳しい経営環境が続きました。また、当社グループの属する毛髪業界およびその周辺業界について

は、業界内での競争激化に加え、競合する発毛事業や薄毛に対する医薬品の普及等、業界外での競争も激しく、依然

として厳しい環境が続いております。

このような状況のもと当社グループでは、２期連続減収減益からの脱却を目指し、「製造・販売一体となったお

客様満足の追求」、「新業態・新販売チャネルへの積極的な取組み」を実施するとともに、新商品の投入、受注拡

大のための積極的な広告宣伝の展開、展示試着会の開催等の諸施策を実施いたしました。

しかしながら、当第２四半期連結会計期間の売上高については、前年同四半期を上回る事ができず7,238百万円

(前年同四半期比0.1％減)となりました。利益については、受注拡大のための広告宣伝活動の強化、展示会の積極的

開催等による販売費増加に伴い、販売費及び一般管理費が前年同四半期比増加したことにより、営業利益309百万

円(同33.6%減)、経常利益347百万円(同19.9%減）、四半期純利益146百万円(同18.4％減)となりました。

セグメント別の売上高は以下のとおりです。

（男性向け売上高）

男性向け売上高については、お客様担当制の強化、販売員のスキル向上による営業力の強化等の諸施策を実施し

受注数の増大を図りましたが、充分な受注数を確保する事ができなかったことから、オーダーメードかつら、サー

ビス収入が前年同四半期を上回る事ができず、売上高は4,982百万円となりました。

（女性向け売上高）

女性向け売上高については、効果的な広告宣伝活動、展示試着会の積極的開催、来店促進策の推進により、新規受

注数、顧客数の増加に伴い、サービス収入が増加したことから、売上高は2,097百万円となりました。

　

（２）財政状況

（総資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べ1,694百万円減少し、24,431百万円と

なりました。これは、法人税等の納税や配当金の支払等の支出があったため、現金及び預金が減少したこと等によ

り流動資産が1,863百万円減少した一方、有形固定資産の増加等により固定資産が168百万円増加したことによる

ものです。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末と比べ695百万円減少し、9,570百万円となりま

した。これは、未払法人税等の減少等により流動負債が1,594百万円減少した一方、当連結会計年度より「資産除去

債務に関する会計基準」の適用により、将来の原状回復費用を「資産除去債務」として895百万円を計上したこと

等により、固定負債が898百万円増加したことによるものです。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べ998百万円減少し、14,860百万円とな

りました。これは、配当金の支払、当第２四半期連結累計期間での損失計上により利益剰余金が770百万円減少した

こと、自己株式を206百万円取得したこと等によるものです。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、10,456百万円と第１四

半期連結会計期間末比1,045百万円減少しております。なお、減少額のうち主たる要因は、短期の資金運用に伴う有

価証券の取得1,000百万円を投資活動によるキャッシュ・フローとしたことによるものです。

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況及びそれらの要因は、次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

税金等調整前四半期純利益347百万円、減価償却費178百万円、退職給付引当金の増加53百万円等があった一方、
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賞与引当金の減少305百万円、売上債権の増加124百万円等により、65百万円の資金収入(前年同四半期は361百万円

の資金収入)となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

短期の資金運用に伴う有価証券の取得による支出1,000百万円、有形固定資産の取得による支出34百万円等によ

り1,053百万円の資金支出(前年同四半期は2,032百万円の資金支出)となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

配当金の支払48百万円等により46百万円の資金支出(前年同四半期は204百万円の資金支出)となりました。

　

(４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等は次の

とおりです。 

　当社が企業価値の維持・向上を実現するためには、中長期的な経営戦略に基づき、商品開発力の強化、人材の育成、

グループ経営によるコスト低減、生産性向上を目指した事業展開を実施する等の種々の施策に継続的に取り組むこ

とが必要であり、また、取引先、従業員、地域住民等のステークホルダーとの信頼関係を維持していくことが不可欠

であると考えております。

　上記施策の継続的実施や取引先を始めとするステークホルダーとの信頼関係の維持が当社の株式の買付を行う者

によって中長期的に確保されない場合は、当社の企業価値、ひいては株主共同の利益は毀損されることになります。

　当社取締役会は、上記の施策の継続的な実施及び取引先を始めとするステークホルダーとの信頼関係の維持が確

保されない、即ち、当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上に資さない当社株式の大量取得や買付提案を行

う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として適当でないと考えています。

　現在のところ、当社の株式を大量に取得しようとする者の存在によって当社に具体的な脅威が発生している訳で

はなく、また、当社として、そのような買付者が出現した場合の具体的な取組み（いわゆる「買収防衛策」）を予め

定めるものではありません。

　しかしながら当社としましては、株主・投資家の皆様から負託されました当然の責務として、当社株式取引や株主

の異動を常に注視し、当社株式を大量に取得しようとする者が出現した場合には、直ちに当社として最も適切と判

断する措置を取るものとします。

　具体的には、社外の専門家を含めて当該買収提案の評価や株式取得者との交渉を行い、当社の企業価値・株主共同

の利益に資さない場合には、具体的な対抗措置の要否及び内容等を速やかに決定し、実行する体制を整えるものと

します。

　  

(５）研究開発活動

当第２四半期連結会計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、45百万円であります。

なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画しておりました重要な設備の新設につきま

して、本社においてモバイルＰＣの導入が平成22年９月に完了しております。これにより業務効率の改善が図られ

ました。基幹システムの更新及びシステム機器の交換につきましては、計画の見直しにより完成予定年月を平成22

年９月から平成23年３月に延期しております。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の

計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 55,440,000

計 55,440,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 16,517,100 16,517,100

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

100株

計 16,517,100 16,517,100 － －

（注）　「提出日現在発行数」の欄には、平成22年11月1日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

　　　発行された株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

　旧商法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成18年３月９日臨時株主総会決議

区分
第２四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個） 210（注１）

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 63,000（注１）

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり　　　 300

新株予約権の行使期間
自　平成20年３月10日

至　平成28年３月９日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　　 300

資本組入額　　　 150

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時まで継続して

当社の取締役もしくは従業員の地位にあることを要す。た

だし、取締役の任期満了による退任、従業員の定年による退

職又はこれらに準ずる正当な理由がある場合にはこの限り

ではない。

　新株予約権者は、新株予約権の全部又は一部を行使でき

る。

　新株予約権者が死亡した場合、相続人は新株予約権を行使

できない。

　その他の条件は、株主総会及び新株予約権発行の取締役会

決議に基づき、当社と新株予約権割当対象者との間で締結

する「新株予約権割当契約書」に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項 　譲渡、質入その他の処分は認めないものとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　（注）１．　新株予約権の数及び新株予約権の目的となる株式の数は、平成18年３月９日開催の臨時株主総会及び同日開

催の臨時取締役会決議のとおり、退職等の一定の条件に該当し、消却した新株予約権の数等を減じておりま

す。

２．　新株予約権１個につき目的となる株式数は、300株であります。

３．　新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により

生ずる１円未満の端数は切り上げております。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

４．　新株予約権発行後当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整して

おります。ただし、かかる調整は本件新株予約権のうち、当該時点で権利行使していない新株予約権の目的た

る株式の数についてのみ行われ、調整の結果１株未満の端数が生じた場合は、これを切り捨てております。

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割（又は併合）の比率
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年７月１日～

平成22年９月30日

　（注）　

1,50016,517,100 225 2,999,565 225 2,887,065

（注）  新株予約権の行使による増加であります。

 

（６）【大株主の状況】

 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

五十嵐　祥剛   東京都渋谷区 3,787 22.93

有限会社アイ・コーポレーション 東京都渋谷区広尾四丁目１番17号 1,485 8.99

塚本　武 神奈川県横浜市青葉区 1,293 7.83

阿久津　弘子 東京都渋谷区 804 4.86

石井　英昭 東京都目黒区 579 3.51

五十嵐　啓介 東京都渋谷区 570 3.45

アートネイチャー社員持株会 東京都渋谷区代々木三丁目40番７号 446 2.70

みずほキャピタル株式会社 東京都千代田区内幸町一丁目２番１号 370 2.24

株式会社アートネイチャー 東京都渋谷区代々木三丁目40番７号 272 1.64

五十嵐　愛子　 東京都渋谷区　 270 1.63

五十嵐　佳奈子 東京都渋谷区 270 1.63

計 － 10,149 61.44
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（７）【議決権の状況】

　①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

普通株式

　272,100　　

　　

－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

16,243,300
162,433 －

  単元未満株式

普通株式

　 1,700　　 

　

－ －

発行済株式総数 16,517,100 － －

総株主の議決権 － 162,433 －

　

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱アートネイチャー
東京都渋谷区代々木

三丁目40番７号
272,100        －　 272,100 1.64

計 － 272,100        － 272,100 1.64

 　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 807 792 777 800 799 796

最低（円） 754 735 740 751 738 749

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,440,436 11,555,775

売掛金 1,439,878 －

受取手形及び売掛金 － 1,232,009

有価証券 3,015,680 2,014,974

商品及び製品 681,662 745,323

仕掛品 34,331 44,146

原材料及び貯蔵品 363,655 326,072

その他 990,150 910,684

貸倒引当金 △992 △1,132

流動資産合計 14,964,802 16,827,853

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 3,186,705

※1
 2,823,912

その他（純額） ※1
 1,831,090

※1
 1,879,474

有形固定資産合計 5,017,796 4,703,387

無形固定資産

のれん 22,249 44,494

その他 551,983 610,616

無形固定資産合計 574,232 655,111

投資その他の資産

その他 3,940,513 4,008,105

貸倒引当金 △66,299 △69,206

投資その他の資産合計 3,874,213 3,938,899

固定資産合計 9,466,243 9,297,397

資産合計 24,431,046 26,125,250
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 179,026 250,350

短期借入金 19,100 9,900

1年内償還予定の社債 － 204,000

未払法人税等 230,738 1,220,861

前受金 3,507,369 3,601,107

賞与引当金 657,946 711,068

役員賞与引当金 50,000 100,000

商品保証引当金 34,613 14,557

ポイント引当金 24,260 －

その他 1,598,561 1,783,839

流動負債合計 6,301,615 7,895,684

固定負債

退職給付引当金 1,378,977 1,258,285

役員退職慰労引当金 894,733 998,006

資産除去債務 895,631 －

その他 99,190 114,111

固定負債合計 3,268,533 2,370,403

負債合計 9,570,148 10,266,088

純資産の部

株主資本

資本金 2,999,565 2,999,205

資本剰余金 2,887,065 2,886,705

利益剰余金 9,248,316 10,018,769

自己株式 △206,622 △612

株主資本合計 14,928,324 15,904,066

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,276 △878

為替換算調整勘定 △64,434 △46,013

評価・換算差額等合計 △65,710 △46,892

少数株主持分 △1,716 1,987

純資産合計 14,860,897 15,859,162

負債純資産合計 24,431,046 26,125,250
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 13,816,686 13,978,024

売上原価 4,127,690 4,093,646

売上総利益 9,688,996 9,884,377

販売費及び一般管理費 ※1
 9,114,789

※1
 9,569,293

営業利益 574,207 315,084

営業外収益

受取利息 7,105 26,996

受取配当金 1,852 10

為替差益 21,608 －

匿名組合投資利益 － 31,250

受取販売奨励金 14,364 －

その他 22,628 65,056

営業外収益合計 67,560 123,313

営業外費用

支払利息 7,747 724

コミットメントライン手数料 27,676 －

支払保証料 － 12,775

投資有価証券評価損 72,555 －

その他 4,853 11,310

営業外費用合計 112,833 24,809

経常利益 528,934 413,588

特別利益

固定資産売却益 833 298

投資有価証券売却益 93,949 －

貸倒引当金戻入額 21,386 1,657

特別利益合計 116,169 1,956

特別損失

固定資産除却損 10,021 1,266

減損損失 43,192 －

会員権評価損 － 3,050

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 431,987

特別損失合計 53,213 436,303

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

591,889 △20,758

法人税、住民税及び事業税 280,423 188,803

法人税等調整額 93,236 150,210

法人税等合計 373,660 339,014

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △359,773

少数株主損失（△） △29 △2,135

四半期純利益又は四半期純損失（△） 218,258 △357,637
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 7,246,524 7,238,092

売上原価 2,148,843 2,123,677

売上総利益 5,097,681 5,114,415

販売費及び一般管理費 ※1
 4,631,091

※1
 4,804,796

営業利益 466,590 309,618

営業外収益

受取利息 4,106 17,890

受取配当金 1,852 10

為替差益 12,200 －

匿名組合投資利益 － 23,359

その他 8,088 7,230

営業外収益合計 26,249 48,491

営業外費用

支払利息 1,187 218

コミットメントライン手数料 25,286 －

支払保証料 － 8,467

投資有価証券評価損 31,643 －

その他 1,462 2,200

営業外費用合計 59,580 10,886

経常利益 433,259 347,223

特別利益

固定資産売却益 517 1

貸倒引当金戻入額 20,915 990

特別利益合計 21,432 991

特別損失

固定資産除却損 3,523 546

減損損失 43,192 －

特別損失合計 46,716 546

税金等調整前四半期純利益 407,975 347,668

法人税、住民税及び事業税 136,482 136,612

法人税等調整額 91,628 65,301

法人税等合計 228,111 201,914

少数株主損益調整前四半期純利益 － 145,754

少数株主損失（△） △172 △1,137

四半期純利益 180,036 146,891
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

591,889 △20,758

減価償却費 393,463 352,498

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 431,987

減損損失 43,192 －

のれん償却額 26,316 22,245

貸倒引当金の増減額（△は減少） △21,373 △3,047

賞与引当金の増減額（△は減少） △77,028 △53,031

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △50,000 △50,000

商品保証引当金の増減額（△は減少） △841 20,056

ポイント引当金の増減額（△は減少） － 24,260

退職給付引当金の増減額（△は減少） 102,385 121,488

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 21,686 △103,273

受取利息及び受取配当金 △8,958 △27,006

支払利息 7,747 724

固定資産除却損 10,021 1,266

固定資産売却損益（△は益） △833 △298

匿名組合投資損益（△は益） △7,123 △31,250

投資有価証券売却損益（△は益） △93,949 －

投資有価証券評価損益（△は益） 72,555 △22,503

売上債権の増減額（△は増加） 198,438 △209,636

たな卸資産の増減額（△は増加） 53,715 33,155

仕入債務の増減額（△は減少） △32,026 △70,378

前受金の増減額（△は減少） 125,252 △93,737

会員権評価損 － 3,050

その他 △164,339 △264,748

小計 1,190,188 61,061

利息及び配当金の受取額 8,958 22,822

利息の支払額 △10,933 △1,312

法人税等の支払額 △125,370 △1,158,268

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,062,843 △1,075,697
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △2,000,000 △1,000,000

有形固定資産の取得による支出 △359,800 △151,087

有形固定資産の売却による収入 1,097 3,308

無形固定資産の取得による支出 △75,333 △51,261

投資有価証券の売却による収入 194,029 －

長期貸付けによる支出 △1,302 －

長期貸付金の回収による収入 2,664 1,856

敷金及び保証金の差入による支出 △110,375 △33,513

敷金及び保証金の回収による収入 51,613 24,870

その他 △3,540 8,282

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,300,947 △1,197,544

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 － 9,550

短期借入金の返済による支出 △303,277 －

社債の償還による支出 △286,000 △204,000

リース債務の返済による支出 △6,269 △14,649

株式の発行による収入 4,230 720

自己株式の取得による支出 － △206,392

配当金の支払額 △411,903 △411,907

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,003,220 △826,679

現金及び現金同等物に係る換算差額 13,925 △14,711

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,227,399 △3,114,632

現金及び現金同等物の期首残高 12,882,936 13,570,750

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 10,655,537

※1
 10,456,117
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

（1）連結の範囲の変更

　第１四半期連結会計期間より、株式会社ＭＪＯは新たに設立したため連結の範囲に含

めております。

（2）変更後の連結子会社の数

　７社

２．会計基準に関する事項の

変更

資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第

18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ20,671千

円減少しており、税金等調整前四半期純損失は452,658千円増加しております。また、当会

計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は876,999千円であります。

　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、

当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

２．前第２四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「匿名組合投資利

益」は、営業外収益総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとしました。な

お、前第２四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「匿名組合投資利益」は7,123千円でありま

す。

３．前第２四半期連結累計期間まで区分掲記しておりました「コミットメントライン手数料」（当第２四半期連結累

計期間4,260千円）は、営業外費用総額の100分の20以下となったため、営業外費用の「その他」に含めて表示するこ

とにしました。

　 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結貸借対照表）

　前第２四半期連結会計期間まで掲記しておりました流動資産の「受取手形及び売掛金」は「受取手形」の残高がな

いため、当第２四半期連結会計期間より「売掛金」として区分掲記することとしました。なお、前第２四半期連結会計

期間の流動資産の「受取手形及び売掛金」に含まれる「売掛金」は459,086千円であります。

（四半期連結損益計算書）

１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、

当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

２．前第２四半期連結会計期間まで区分掲記しておりました「為替差益」（当第２四半期連結会計期間209千円）は、

営業外収益総額の100分の20以下となったため、営業外収益の「その他」に含めて表示することにしました。

３．前第２四半期連結会計期間まで区分掲記しておりました「コミットメントライン手数料」（当第２四半期連結会

計期間2,140千円）は、営業外費用総額の100分の20以下となったため、営業外費用の「その他」に含めて表示するこ

とにしました。
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【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（ポイント引当金）

第１四半期連結会計期間より、販売促進を目的としたポイント制度を導入いたしました。「ポイント制度」に基づき付

与したポイントの利用に備えるため、使用実績率に基づき将来利用されると見込まれるポイントに対し、その費用負担額

を「ポイント引当金」として計上しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、5,633,128千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、5,220,859千円で

あります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　広告宣伝費 2,783,726千円

　賞与引当金繰入額 244,811 

　退職給付費用 57,732 

　役員賞与引当金繰入額 50,000 

　役員退職慰労引当金繰入額 21,686 

　広告宣伝費 3,105,322千円

　賞与引当金繰入額 234,804 

　ポイント引当金繰入額 24,260 

　退職給付費用 61,352 

　役員賞与引当金繰入額 50,000 

　役員退職慰労引当金繰入額 87,364 

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　広告宣伝費 1,456,541千円

　賞与引当金繰入額 130,626 

　退職給付費用 28,837 

　役員賞与引当金繰入額 25,000 

　役員退職慰労引当金繰入額 11,124 

　広告宣伝費 1,548,569千円

　賞与引当金繰入額 122,306 

　ポイント引当金繰入額 10,664 

　退職給付費用 30,595 

　役員賞与引当金繰入額 25,000 

　役員退職慰労引当金繰入額 10,605 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額と関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額と関係

（平成21年９月30日現在） （平成22年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 8,641,292

有価証券勘定 4,014,244

償還期限が３か月を超える有価証券 △2,000,000

現金及び現金同等物 10,655,537

 

 （千円）

現金及び預金勘定 8,440,436

有価証券勘定 3,015,680

償還期限が３か月を超える有価証券 △1,000,000

現金及び現金同等物 10,456,117

 

 

　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平

成22年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　　16,517,100株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　　　 272,111株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 412,814 25平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金

 
(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年10月29日

取締役会
普通株式 406,124 25平成22年９月30日平成22年12月３日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

当連結グループは、毛髪関連事業を専門に事業展開しており、当該事業以外に事業の種類がないため該当

事項はありません。

 

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメントの

記載を省略しております。

 

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載は省略しております。

 

　

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）　

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。

当社グループは、一般顧客向けの毛髪に関する製品・サービスを顧客の性別ごとに戦略立案し、事業活動

を展開しております。

したがって、当社グループは、「男性向け事業」「女性向け事業」を報告セグメントとしております。

「男性向け事業」は、男性顧客に対し、オーダーメードかつら、その他の商品、サービスを、「女性向け事

業」は、女性顧客に対し、オーダーメードウィッグ、その他の商品、サービスを提供しております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

（単位：千円）　

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

男性向け
事業

女性向け
事業　

計

売上高        

外部顧客への売上高 9,223,4844,458,47813,681,962296,06113,978,024－ 13,978,024
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － 576,603576,603△576,603 －

計 9,223,4844,458,47813,681,962872,66514,554,628△576,60313,978,024

セグメント利益 6,143,4823,353,0139,496,496381,7899,878,2866,0919,884,377
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当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

（単位：千円）　

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

男性向け
事業

女性向け
事業　

計

売上高        

外部顧客への売上高 4,982,5112,097,6647,080,176157,9167,238,092－ 7,238,092
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － 261,345261,345△261,345 －

計 4,982,5112,097,6647,080,176419,2617,499,438△261,3457,238,092

セグメント利益 3,370,1471,549,0674,919,215187,5075,106,7227,6925,114,415

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、既製品女性向け事業、既製

品男性向け事業及び製造子会社等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額6,091千円（当第２四半期連結累計期間）及び7,692千円（当第２四半期連

結会計期間）は、セグメント間取引に係るたな卸資産調整額等の消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。

　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21

日）を適用しております。

　

　

（金融商品関係）

  当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

  金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

　

　

（有価証券関係）

  当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

  有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

 

　

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

　デリバティブ取引の四半期連結会計年度末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

 

　

（ストック・オプション等関係）

　　　当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

　　　該当事項はありません。 

 

　

（企業結合等関係）

　　　当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

　　　該当事項はありません。
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（資産除去債務関係）

  当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

  記載すべき重要な事項はありません。

　

　

（賃貸等不動産関係）

  当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

  記載すべき重要な事項はありません。

　

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 914.90円 １株当たり純資産額 960.31円

 

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 13.22円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
13.19円

１株当たり四半期純損失金額（△） △21.87円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額　
　 　

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 218,258 △357,637

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
218,258 △357,637

期中平均株式数（千株） 16,505 16,355

 　 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） 45 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

――――――― ―――――――
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前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 10.91円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
10.88円

１株当たり四半期純利益金額 9.04円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
9.02円

　（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（千円） 180,036 146,891

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 180,036 146,891

期中平均株式数（千株） 16,508 16,244

 　 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） 45 38

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

――――――― ―――――――

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月1日　至平成22年９月30日）

所有権移転外ファイナンス・リース取引について、リース取引開始日が平成20年３月31日以前のものについては、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は

前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため記載しておりません。

 

 

 

 

２【その他】

平成22年10月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・406,124千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・25円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・平成22年12月３日

（注）平成22年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録株式質権者に対し、支払いを行いま

す。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年11月11日

株式会社アートネイチャー

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 仙 波 春 雄　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 杉 岡 喜 幸　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 布施木 孝 叔　 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アートネイ

チャーの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から

平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アートネイチャー及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年11月10日

株式会社アートネイチャー

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 仙 波 春 雄　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 布施木 孝 叔　 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アートネイ

チャーの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から

平成22年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アートネイチャー及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が、すべての重要な点において認められな

かった。

　

追記情報

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は第１四半期連結会

計期間より「資産除去債務に関する会計基準」及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」を適用している。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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